
 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．調査の概要 
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１ 調査の目的 

市民のまちづくりに対する考えや市民生活に密着した事項について､市民の意識や市民

ニーズを把握するとともに、今後の市政運営等の基礎資料とすることを目的に実施したも

のである。 

 

２ 調査項目 

（１）暮らしの状況 （８）環境 

（２）市の現状と将来 （９）観光 

（３）子育て・福祉・健康 （10）まちづくり 

（４）安全・防災 （11）交通・道路 

（５）人権 （12）広報 

（６）国際交流 （13）行政 

（７）教育・生涯学習・文化・スポーツ  

 

３ 調査設計 

（１）調 査 地 域  厚木市全域 

（２）調 査 対 象  厚木市在住の18歳以上の男女（外国籍市民含む） 

（３）調査対象者数  調査票Ａ：3,000人 

調査票Ｂ：3,000人   総対象6,000人 

（４）抽 出 方 法  無作為抽出法 

（５）調 査 方 法  郵送配布・郵送回収法 

（６）調 査 期 間  令和元年7月1日～7月20日 

 

４ 回収結果 

（１）有 効 回 収 数  調査票Ａ：1,467人 

           調査票Ｂ：1,538人 総回収3,005人 

（２）回 収 率  調査票Ａ：48.9％ 

           調査票Ｂ：51.3％ 平均50.1％ 

 

５ 報告書の見方 

（１）図表中の「ｎ」（Number of Casesの略）は、各設問の回答者数のことである。 

（２）集計は、小数点第２位を四捨五入してある。したがって、数値の合計が100.0％ 

ちょうどにならない場合がある。 

（３）回答の比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出した。したがって、 

複数回答の設問はすべての比率を合計すると100.0％を超えることがある。 

（４）本文や図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合がある。 
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（５）設問によっては、過去に実施した「厚木市民意識調査」の結果と比較している。 

（６）回答者数が20に満たないものについては、図表に示すに留め、この報告書の中では

特に取りあげていない。 

（７）集計結果の比率を考察する上では、割合表現を以下のとおりとした。ただし複数の

選択肢または年代などの項目をまとめて考察する場合は必ずしもこの限りではない。 

回答の比率（例） 割合表現 回答の比率（例） 割合表現 

20.0％ ２割 24.0％～25.9％ ２割半ば 

20.1％～20.9％ 約２割 26.0％～27.4％ ２割半ばを超え 

21.0％～22.4％ ２割を超え 27.5％～28.9％ ３割近く 

22.5％～23.9％ ２割半ば近く 29.0％～29.9％ 約３割 

 

６ 標本誤差 

今回の調査は、調査対象となる母集団（厚木市全域に住む満18歳以上の男女）から一

部を抽出した標本（サンプル）の比率等から母集団の比率等を推測する、いわゆる「標

本調査」を行っている。したがって、母集団に対する標本誤差が生じることがある。 

標本誤差は次式で統計学的に得られ、①比率算出の基数（ｎ）、②回答の比率（Ｐ）に

よって誤差幅が異なる。 
 

 

標本誤差＝±1.96         ×        

  

（注）      ≒１ 
  

今回の調査結果の標本誤差は次表のようになる。（この表の計算式の信頼度は95%） 

 
    ｐ 

 
ｎ（基数） 

回 答 比 率 

90%または 

10% 

80%または 

20% 

70%または 

30% 

60%または 

40% 
50% 

3,005票 ±1.07 ±1.43 ±1.64 ±1.75 ±1.79 

1,538票 ±1.50 ±2.00 ±2.29 ±2.45 ±2.50 

1,467票 ±1.54 ±2.05 ±2.35 ±2.51 ±2.56 

1,000票 ±1.85 ±2.47 ±2.83 ±3.03 ±3.09 

500票 ±2.63 ±3.50 ±4.01 ±4.29 ±4.38 

300票 ±3.39 ±4.52 ±5.18 ±5.54 ±5.65 

100票 ±5.88 ±7.84 ±8.98 ±9.60 ±9.80 
 

例えば、問１の「厚木市に住み続けたいですか。」という質問に対して、「できれば市

外に移りたい」または「市外に移りたい」と答えた『転出意向』のある人は、3,005人

のうち10.8％であった。回答者数が3,005人、回答率が10％前後のときの標本誤差は、

上の表では±1.07％であるから、『転出意向』のある人は、厚木市在住の18歳以上の男

女全体（母集団）の9.73％から11.87％の間にあると推定できる。（信頼度が95％のた

め、この推定は95%の確率で正しいといえる。） 

Ｎ－１ 

Ｎ－ｎ 

 Ｎ＝母集団数 

（厚木市の満 18 歳以上人口） 

 ｎ＝比率算出の基数（回答者数） 

 ｐ＝回答の比率（％） Ｎ－１ 

Ｎ－ｎ 

ｎ 

ｐ（100－ｐ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．回答者の属性 
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１ 回答者の属性 
 
（１）性別 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（２）年齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
（３）家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝3,005）

夫婦

親子（親との二世代）

親子（子との二世代）

親子孫（三世代）

単身

その他

無回答

29.2

13.1

27.3

5.4

20.3

3.9

0.8

0 10 20 30（％）

（ｎ＝3,005）

20歳未満

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

1.3

7.6

11.9

17.3

14.6

20.8

18.9

7.1

0.5

0 5 10 15 20 25（％）

（ｎ＝3,005） （％）

男性
43.4

女性
55.2

答えたくない
0.8

無回答
0.6
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（４）居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）住居形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝3,005）

持ち家（分譲マンション含む）

民営借家

民営アパート（賃貸マンション含む）

公営住宅

社宅・寮・官舎

間借り

その他

無回答

73.5

2.5

16.8

2.6

1.6

0.5

1.9

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

（ｎ＝3,005）

厚木北

厚木南

依知北

依知南

睦合北

睦合南

睦合西

荻　野

小　鮎

南毛利

南毛利南

玉　川

相　川

緑ケ丘

森の里

無回答

9.5

5.9

7.1

6.1

4.6

8.4

4.5

11.1

6.7

17.3

4.8

1.6

6.1

2.4

3.5

0.5

0 5 10 15 20（％）
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（６）居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝3,005）

会社員・公務員

自営業

農林業

パート・アルバイトなど

学生

専業主婦（主夫）

無職

その他

無回答

32.7

5.2

0.4

18.8

2.0

14.7

22.5

3.0

0.7

0 10 20 30 40（％）

（ｎ＝3,005）

20年以上（生まれてからずっと）

20年以上（移り住んで以来）

10～19年（生まれてからずっと）

10～19年（移り住んで以来）

５～９年

３～４年

２年以下

無回答

26.3

41.8

0.8

13.7

7.2

4.2

5.6

0.5

0 10 20 30 40 50（％）
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（８）通勤（通学）先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）最寄駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝1,777）

厚木市内

横浜・川崎市内

その他の県内

東京23区内

その他の都内

自宅

その他

無回答

56.2

5.3

18.3

6.9

2.5

2.1

5.9

2.7

0 10 20 30 40 50 60（％）

（ｎ＝3,005）

本厚木駅

愛甲石田駅

海老名駅

厚木駅

その他

無回答

76.8

10.8

7.0

0.8

2.2

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）


